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• センター長 平田 光司
• 各研究科から推薦された委員
文化科学研究科 比較文化学専攻　教授 鈴木 七美
物理科学研究科 天文科学専攻　教授 小林 行泰
高エネルギー加速器科学研究科 物質構造科学専攻　教授 柳下 明
複合科学研究科 情報科学専攻　教授 速水 謙
生命科学研究科 遺伝学専攻　教授 小林 武彦
先導科学研究科 生命共生体進化学専攻　教授 蟻川 謙太郎
• センター所属の教員のうちセンター長が指名する委員
学融合推進センター特任教員 特任教授 桑島 邦博
学融合推進センターセンター兼担教員 教授 颯田 葉子 (副センター長）
学融合推進センター兼担教員 准教授 印南 秀樹
学融合推進センター兼担教員 准教授 田辺 秀之
• その他センター長が指名する者 (2名以内)
文化科学研究科より１名 国際日本研究専攻　教授 荒木 浩
学長補佐 学長付教授 湯川 哲之
■全学事業担当教員会議 全学事業担当教員会議への依頼事項として、2013 年度には以下があげられ










全学事業担当教員会議への出席 ： 年 4 回程度。
その他 ： 学融合推進センター運営委員会が依頼する事項
構成員は以下のようになっている。
• センター長 平田 光司
• 各専攻から選出された教員
比較文化学専攻 教授 鈴木 七美
国際日本研究専攻 教授 細川 周平
日本歴史研究専攻 准教授 小瀬戸 恵美
メディア社会文化専攻 教授 近藤 智嗣
日本文学研究専攻 准教授 海野 圭介
構造分子科学専攻 准教授 鈴木 敏泰
機能分子科学専攻 准教授 藤井 浩
天文科学専攻 准教授 本間 希樹
天文科学専攻 准教授 花田 英夫
核融合科学専攻 教授 三戸 利行
宇宙科学専攻 准教授 船木 一幸
加速器科学専攻 准教授 菊谷 英司
物質構造科学専攻 准教授 間瀬 一彦
素粒子原子核専攻 教授 橋本 省二
統計科学専攻 准教授 島谷 健一郎
極域科学専攻 准教授 工藤 栄
情報学専攻 准教授 福田 健介
基礎生物学専攻 准教授 田中 実
生理科学専攻 教授 伊佐 正
遺伝学専攻 准教授 木村 暁
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– 葉山情報基盤センター　助教　寺田 直美（学術ネットワーク事業協力）（2013年 6月から）
– 広報室　助教　眞山 聡　（学術広報事業協力）
– 学長付教授（非常勤）米本 昌平 (教育事業協力）　
• 特任教員（特別経費により雇用され、その業務を行う教員）
– 特任教授 藤澤 敏孝 (統合生命科学教育プログラム）（プログラム長) 　
4
– 特任教授　藤井 龍彦　 (文化・学術資料マネジメント教育プログラム開発によるグローバル
な人文研究者の養成機能強化）
– 特任講師　杉浦 未希子　 (同上)









4 月 1 日 桑島特任教授着任、塚原助教着任
8 月 1 日 藤井特任教授、杉浦特任講師、渡部特任講師　着任
9 月 1 日 菊池特任准教授　着任
12 月 31 日 見上助教退職（エジンバラ大学へ）
3 月 31 日 渡部特任助教退職（神奈川大学へ）





事業種別 例 予算（千円） 割合 (%)
交流事業 学生セミナー、国際シンポジウムなど 11,500 9
教育事業 公募型教育事業、研究者入門など 40,000 31
研究事業 公募型研究事業、企画会議、出版補助事業など 70,000 54
センター運営および基盤整備 web改修、委員会開催など 8,350 6
合計 　 129,850 100
表 1 学融合推進センター平成２５年度当初予算（除人件費、特別経費）
5
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【開催日】2013年 4月 8日（月)－ 9日（火）
【テーマ】総研大生という生き物　 Let’s ﬁnd the diversity
【会　場】学融合推進センター棟




















【参加者】学生 (新入生および在学生)16名、実行委員 10名、教員 11名、講演者 3名。
■第１日 　
講義１:“Reducing the Coeﬃcient of Intercultural Friction for Expats in Japan”（Dr.Todd Gor-
man, 国立遺伝学研究所 特任専門員)　　　　　　　
講義２:“Academic Background in NII(Sokendai) as student” (Dr. Diego Thomas, 国立情報学研
究所 project professor assistant)　　　　　　　
Workshop 1: Explore the World
Workshop 2: Quiz (教員の用意した専攻関連のクイズ)
■第２日 　
講義３:“The Unexpected Journey of a Researcher” 久保　正敏 (国立民族学博物館　教授)　
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講義１:“Reducing the Coeﬃcient of Intercultural Friction for Expats in Japan”（Dr.Todd Gor-
man, 国立遺伝学研究所 特任専門員)　　　　　　　
講義２:“Academic Background in NII(Sokendai) as student” (Dr. Diego Thomas, 国立情報学研
究所 project professor assistant)　　　　　　　
Workshop 1: Explore the World
Workshop 2: Quiz (教員の用意した専攻関連のクイズ)
■第２日 　
講義３:“The Unexpected Journey of a Researcher” 久保　正敏 (国立民族学博物館　教授)　

































訪問し、見学およびインタビューを行なった： 10月 28日　国文学資料館、12月 10日　国立歴史民俗
博物館、12月 18日 国際日本文化研究センター、12月 19日 国立民族学博物館、12月 27日 宇宙科学
研究所、　 1月 6日 素粒子原子核研究所。インタビューは 19名の教員に対して行なった。
□科学（研究）と日常生活のつながりプロジェクト：研究と日常との関係を表現し、問題提起となる


































6 月 12 日 開講式および Joint Staﬀ Meeting　
6 月 13 日 特別授業：
米田穣氏（東京大学総合研究博物館教授）“You are what you ate: The tradition of Japanese foods
reviewed from the evolutionary point of view” 、
白山義久氏（海洋研究開発機構理事）“Understanding and Protecting Marine Biodiversity”、
午後は小クラスに別れた日本語授業
夕食後に日本文化紹介（地元ボランティアによる）
6 月 14 日 日本語授業、ポスターセッション（参加者全員が研究テーマを発表）のあとホームス
テイ（近隣のボランティアによる）(１４日夕刻ー１６日夕刻)
6 月 17 日 日本語授業および安藤政輝氏 (元東京芸術大学教授)他による邦楽の講義 “Traditional
Japanese Music and Instruments”および実演
6 月 18 日 受け入れ機関に出発





6 月 12 日 英語研修（5時間）・JSPSフェローとの交流レセプション
6 月 13 日 英語研修（4時間）・JSPS特別講義・日本文化紹介
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• 第 4部　 (はなむけレクチャー　自然科学研究機構長・本学経営協議会委員　佐藤勝彦「宇宙の
創生と新たに生じた謎」　　　





アを中心に」(SOKENDAI Symposium on Modern Human Diversity on Genes and Culture - with
special reference to Asia and Oceania -)
日程：　 2013年 2月 3日（月）午後 2時～2月 4日（火）
場所：　総研大講義室
代表者 (議長)：斎藤成也 (遺伝学専攻教授)




2 月 3 日
12:00 - 13:00 Registration
13:00 - 13:50 Session 0 (Chair: Yoko Satta)
13:00 - 13:10 Opening remarks by Naruya Saitou
13:10 - 13:50 Special Lecture (Speaker: Naoyuki Takahata) Title: Demography and natural selection in
the human lineage
13:50 - 15:10 Session 1 (Chair: Ritsuko Kikusawa)
13:50 - 14:30 Talk 1 (Speaker: Peter Bellwood) Title: Neolithic foundation migrations from Formosa to
Lapita, 2200 to 1000 BC: archaeological, linguistic and genetic perspectives
14:30 - 15:10 Talk 2 (Speaker: Elizabeth Matisoo-Smith) Title: Is it time to reconsider our models for
Paciﬁc prehistory? Evidence from ancient and modern human and commensal studies
15:10 - 15:30 Tea/Coﬀee break
15:30 - 18:10 Session 2 (Chair: Naruya Saitou)
15:30 - 16:00 Talk 3 (Speaker: Michiko Intoh) Title: Human migrations and/or cultural contacts in
Oceania
16:00 - 16:40 Talk 4 (Speaker: Mark Stoneking) Title: Into and Out of Taiwan: Genetic Evidence
Concerning the Austronesian Expansion
16:40 - 17:10 Talk 5 (Speaker: Yoshio Yamaoka) Title: Human migrations inferred by Helicobacter pylori
10
genes
17:10 - 17:40 Talk 6 (Speaker: John Whitman) Title: Pre-Zhou languages on the Chinese litoral: Re-
assessing old ideas about Tai-Kadai, Austronesian, and Japanese
17:40 - 18:10 Talk 7 (Speaker: Minoru Sakamoto) Title: Application of radiocarbon dating for archeology
18:30 - 20:30 Symposium Dinner and Poster Session (at CPIS Hall)　
2 月 4 日
9:00 - 11:50 Session 3 (Chair: Peter Bellwood)
9:00 - 9:30 Talk 8 (Speaker: Jun Gojobori) Title: mtDNA variation in Mesoamerica and human migra-
tions to New World
9:30 - 10:00 Talk 9 (Speaker: Ritsuko Kikusawa) Title: Culture contact and language diversity in Oceania
10:00 - 10:40 Talk 10 (Speaker: Koji Lum) Title: Human settlement, malaria, and chronic diseases of
the Paciﬁc
10:40 - 11:20 Talk 11 (Speaker: Maude Phipps) Title: Population structure and Adaptation in Indigenous
tribes of Malaysia
11:20 - 11:50 Talk 12 (Speaker: Timothy Jinam) Title: Genome-wide SNP studies of Malaysian and
Philippine Negritos
11:50 - 13:00 Lunch
13:00 - 15:00 Session 4 (Chair: Elizabeth Matisoo-Smith)
13:00 - 13:30 Talk 13 (Speaker: Peter Joseph Matthews) Title: Natural habitats, human habitats, and
the spread of edible aroids
13:30 - 14:00 Talk 14 (Speaker: Hitomi Hongo) Title: Resource exploitation in the early Neolithic and
the transision to food production: zooarchaeological evidence from Southwest Asia
14:00 - 14:30 Talk 15 (Speaker: Ryohei Takahashi) Title: Zooarchaeological study of introduction of Sus
scrofa into the prehistoric Ryukyu Islands based on ancient DNA analysis
14:30 - 15:00 Talk 16 (Speaker: Masahiko Kumagai) Title: Domestication history of rice inferred by
ancient DNA and modern genomics
15:00 - 15:30 Tea/Cofee break
15:30 - 17:30 Session 5 (Chair: Mark Stoneking)
15:30 - 16:00 Talk 17 (Speaker: Shuhei Mano) Title: Approximate Baysian computation in population
genomics
16:00 - 16:30 Talk 18 (Speaker: Ituro Inoue) Title: Detection of ancestry informative HLA alleles conﬁrms
the admixed origins of Japanese population
16:30 - 17:00 Talk 19 (Speaker: Hideaki Kanzawa-Kiriyama) Title: Jomon genomics
17:00 - 17:30 Talk 20 (Speaker: Naruya Saitou) Title: Origin and establishment of Japonesians
17:30 - 18:00 General discussion (Chair: Naruya Saitou)
■公開シンポジウム「人類　地球を　うごく」 国際シンポジウムと連動して、一般の方を対象とする
講演会です。
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• 国際合同加速器スクール (加速器科学専攻・生出 勝宣)　
• 素粒子宇宙分野のアジア冬の学校 (素粒子原子核専攻・北澤 良久)
• 国際的プレゼンテーション能力強化プログラム　（生理科学専攻 ・定藤 規弘）
• 体験留学プログラム　（遺伝学専攻・鈴木 えみ子）
• 国際的コミュニケーションスキル開発教育　（生命共生体進化学専攻・印南 秀樹）





• 日本歴研究の方法 A-資料調査法-　 (日本歴史研究専攻・大久保 純一)　 (７月２４日-２６日) 参
加者：総研大生 2名。
• 日本歴研究の方法Ｂ-地域研究の方法-　 (日本歴史研究専攻・小池 淳一）(７月２７日-３０日) 参
加者：総研大生 6名。 　　



































［講師］●西山 陽一 (総合研究大学院大学統計科学専攻　准教授) ●安藤 昌也 (メディア社会文化専攻
修了/千葉工業大学　准教授) ●大岡 杏子 (基礎生物学専攻修了/山梨大学医学部免疫学座助教) ●藤原
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ついて 2013 年３月 15 日を締め切りとした募集が行われた。運営委員およびセンター教員の中

























– テクノロジーアセスメント報告の試作 (遺伝学専攻・井ノ上 逸朗）(最終年度)
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• 日本における諸科学の編成と基礎概念の検討 ― 文理融合の有効性をさぐる （国際日本研究専
攻・稲賀 繁美）。本課題の成果として文献 [7, 8, 9]が発行された。
4.3 公募型共同研究
継続課題のみ。2013年度で終了した。











• 界面電子移動反応を利用した水の完全光分解システムの創成 (構造分子科学専攻・近藤 美欧）
• 被子植物の花粉管極性伸長に関わるレセプター様キナーゼ遺伝子変異体の表現型解析（遺伝学専
攻・宮崎 さおり）（年度中途の辞退により予算返上）
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1月 23－ 24日、学融合推進センター棟 1Fホール





































































1月 23－ 24日、学融合推進センター棟 1Fホール






































































































































































































































5 月 15 日 桑島 邦博 （学融合推進センター）「蛋白質のフォールディング問題とバイオサイエ
ンス 」
9 月 18 日 塚原 直樹 （学融合推進センター）「賢さだけじゃない！カラスという生き物の面白
さ　-鳴き声と視覚に関する研究の紹介- 」
11 月 20 日 奥本 素子（学融合推進センター）「甘えん坊のススメ～教育工学という研究とは～」
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1. H2年度 1991 年 2 月 17-20 日 　 Energy Conversion Science（神奈川サイエンスパーク）[10]
2. H4年度 1993 年 3 月 2-5 日 　遺伝系統学（神奈川サイエンスパーク）[10]
3. H6年度 1995 年 3 月 9-10 日 　はじまり (宇宙、生命、人間) (葉山)、　 11日「文明と宇宙」
(一般講演会、パシフィコ横浜)
4. H8年度 　 1997 年 3 月 6-7 日 　宇宙と生命・人間一宇宙と人間とのつながりを問う (葉山)、
　 8日（一般講演会、有楽町朝日ホール）
5. H10年度 1999 年 3 月 6-8 日 複雑性への戦略ー構成と記述 (葉山)








8. H14年度 2003 年 3 月 5-7 日 シミュレーション・サイエンスー 2 1 世紀の科学の方法論（葉
山）、8日（一般講演会「シミュレーション・サイエンス」、東京クロスタワーホール）
委員長　堀内利得　（核融合科学専攻）




12. H17年度 すばる天体観測の成果と宇宙核物理学の開拓 (東京)
委員長　梶野敏貴（天文科学専攻）
13. H17年度 2006 年 1 月 20-23 日アジア地域におはる学衛文生交流ネットワーク＝多様な文化と
分野の出会い＝　委員長　池村淑道（葉山高等研究センター）:　創立１５周年記念の一環として
開催され、東京倶楽部文化活動助成金、天文学振興財団助成金の支援を受けた。




16. H19年度 膜電位一化学シグナルの新展開：多様性とメカニズム (岡崎)
委員長　岡村康司（生理科学専攻）
17. H19年度 2007 年 12 月 8-9 日 日中比較建築文化史の構築 (国立歴史民俗博物館大会議室)
委員長　玉井哲雄（日本歴史研究専攻）
18. H19年度 2008 年 1 月 27-30 日 先進的固体フォトニク (奈良県新公会堂)
委員長　平等拓範 (機能分子科学専攻）　
19. H19 年度 2008 年 3 月 17-19 日 脳の機能分子や微細構進の可視化による機能解析、岡崎カン
ファレンスセンター
委員長　重本隆一（生理学専攻）　
20. H20年度 2008 年 9 月 13-15 日 21 世紀の植物科学研究 (岡崎カンファレンスセンター)
委員長　岡田清隆（基礎生物学専攻）　
21. H20年度 2008年 7月 28日-8月 1日国際隕石学会議（島根県松江市くにびきメッセ）、
委員長　小島秀康（極域科学専攻）、 2008 年 11 月 10-13 日「地球・惑星・極域科学と先端情報
技術」、産業技術総合研究所つくばセンター、委員長　佐藤夏雄（極域科学専攻）
22. H20年度 2008 年 8 月 22-24 日「生物多様性の進化的研究」東京大学駒場キャンパス
委員長　長谷川眞理子　　　　　　　　（生命共生体進化学専攻）
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2. H4年度 1993 年 3 月 2-5 日 　遺伝系統学（神奈川サイエンスパーク）[10]
3. H6年度 1995 年 3 月 9-10 日 　はじまり (宇宙、生命、人間) (葉山)、　 11日「文明と宇宙」
(一般講演会、パシフィコ横浜)
4. H8年度 　 1997 年 3 月 6-7 日 　宇宙と生命・人間一宇宙と人間とのつながりを問う (葉山)、
　 8日（一般講演会、有楽町朝日ホール）
5. H10年度 1999 年 3 月 6-8 日 複雑性への戦略ー構成と記述 (葉山)








8. H14年度 2003 年 3 月 5-7 日 シミュレーション・サイエンスー 2 1 世紀の科学の方法論（葉
山）、8日（一般講演会「シミュレーション・サイエンス」、東京クロスタワーホール）
委員長　堀内利得　（核融合科学専攻）




12. H17年度 すばる天体観測の成果と宇宙核物理学の開拓 (東京)
委員長　梶野敏貴（天文科学専攻）
13. H17年度 2006 年 1 月 20-23 日アジア地域におはる学衛文生交流ネットワーク＝多様な文化と
分野の出会い＝　委員長　池村淑道（葉山高等研究センター）:　創立１５周年記念の一環として
開催され、東京倶楽部文化活動助成金、天文学振興財団助成金の支援を受けた。




16. H19年度 膜電位一化学シグナルの新展開：多様性とメカニズム (岡崎)
委員長　岡村康司（生理科学専攻）
17. H19年度 2007 年 12 月 8-9 日 日中比較建築文化史の構築 (国立歴史民俗博物館大会議室)
委員長　玉井哲雄（日本歴史研究専攻）
18. H19年度 2008 年 1 月 27-30 日 先進的固体フォトニク (奈良県新公会堂)
委員長　平等拓範 (機能分子科学専攻）　
19. H19 年度 2008 年 3 月 17-19 日 脳の機能分子や微細構進の可視化による機能解析、岡崎カン
ファレンスセンター
委員長　重本隆一（生理学専攻）　
20. H20年度 2008 年 9 月 13-15 日 21 世紀の植物科学研究 (岡崎カンファレンスセンター)
委員長　岡田清隆（基礎生物学専攻）　
21. H20年度 2008年 7月 28日-8月 1日国際隕石学会議（島根県松江市くにびきメッセ）、
委員長　小島秀康（極域科学専攻）、 2008 年 11 月 10-13 日「地球・惑星・極域科学と先端情報
技術」、産業技術総合研究所つくばセンター、委員長　佐藤夏雄（極域科学専攻）
22. H20年度 2008 年 8 月 22-24 日「生物多様性の進化的研究」東京大学駒場キャンパス
委員長　長谷川眞理子　　　　　　　　（生命共生体進化学専攻）






25. H21年度 2009 年 12 月 14-17 日「Constructing Sokendai Academic Network (学術研究ネッ
トワーク構築にむけて) 」
委員長　湯川哲之（葉山高等研究センター）
26. H22年度 2010 年 12 月 16-18 日「脳研究の最前線ー人間の統合的理解を目指してー」、19日　
一般講演会　岡崎カンファレンスセンター
委員長　南部篤 (生理科学専攻）
27. H23 年度 2011 年 12 月 16-17 日「総研大のリサーチリソース～博物館、加速器からバイオリ
ソースプロジェクトまで～」、18日一般講演会　岡崎カンファレンスセンター
委員長　成瀬清（基礎生物学専攻）
28. H24年度 2012 年 12 月 13-14 日『知の循環社会ーグローバル融合社会における情報循環ネット
ワークの創成ー』（葉山）
委員長　曽根原登（情報学専攻）



























• 平成 26 年度学融合研究事業（継続研究課題）の公募について
• 平成 26 年度学融合研究事業（新規研究課題）の公募について
• 総研大プロジェクト企画会議の進捗状況について
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　日時 平成 25年 7月 1日（月曜日）13：30～15:30
場所 TKP品川カンファレンスセンター カンファレンスルーム 5
• 全学事業担当教員会議要項について
• 学融合推進センター事業について


















専任教員の個人研究についての成果報告 (2013年 1月ー 12月)
■平田光司
1.（学会報告）平田光司「ビーム物理の歴史的評価 3-KEKB 計画におけるビーム物理」日本物理学




(領域 13物理学史)27pXE-8 (2013 春・広島大学)
28
4.（国際スクール招待講演）Kohji Hirata, “Social Dimensions of High Energy Accelerators”
28 October 　 Joint US-CERN-Japan-Russia Accelerator School - Introduction to Particle
Accelerators -
5.（学会報告）平田光司 (オーガナイザー)「ワークショップ裁かれる科学者 ー 科学の不定性と専門
家の責任」科学技術社会論学会 (GR0002）(2013年 11月 17日、東工大)
6. 国際会議報告（査読あり）Y. Takaiwa, et al (18名中５番) “Title: Memorial Archival Libraries
of Yukawa, Tomonaga, and Sakata” Proceedings of the 12th Asia Paciﬁc Physics Conference
(Chiba, 2013)
7. 国際会議報告（査読あり）Y. Takaiwa, et al (18 名中５番) “The Legacy of Hideki Yukawa,
Sin-itiro Tomonaga, and Shoichi Sakata: Some Aspects from their Archives” Proceedings of
the 12th Asia Paciﬁc Physics Conference (Chiba, 2013)
科研費等の獲得状況
• 科研費 基盤研究（C）「日本における高エネルギー物理学研究者集団の成立過程」 (課題番号
25350378)　代表者
• 科研費 基盤研究（A）「科学の多様な不定性と意思決定：当事者性から考えるトランスサイエン
ス」 (課題番号 25242020) 研究分担者　
• 科研費 基盤研究（A）「科学技術の不確実性と法的規制―学際的観点からの包括的制度設計の試













2. 学会発表（査読あり）　 M. Okumoto“ How to share the record of restoration project of
cultural properties damaged by Tsunami The digitization of the three types of documents
recorded by the student volunteers ” Digital Heritage　 International　 Congress (2013)
3.（学会報告） 奥本素子他「アートというメディアを活用した研究の発信―その手法と伝達効果を




　日時 平成 25年 7月 1日（月曜日）13：30～15:30
場所 TKP品川カンファレンスセンター カンファレンスルーム 5
• 全学事業担当教員会議要項について
• 学融合推進センター事業について


















専任教員の個人研究についての成果報告 (2013年 1月ー 12月)
■平田光司
1.（学会報告）平田光司「ビーム物理の歴史的評価 3-KEKB 計画におけるビーム物理」日本物理学




(領域 13物理学史)27pXE-8 (2013 春・広島大学)
28
4.（国際スクール招待講演）Kohji Hirata, “Social Dimensions of High Energy Accelerators”
28 October 　 Joint US-CERN-Japan-Russia Accelerator School - Introduction to Particle
Accelerators -
5.（学会報告）平田光司 (オーガナイザー)「ワークショップ裁かれる科学者 ー 科学の不定性と専門
家の責任」科学技術社会論学会 (GR0002）(2013年 11月 17日、東工大)
6. 国際会議報告（査読あり）Y. Takaiwa, et al (18名中５番) “Title: Memorial Archival Libraries
of Yukawa, Tomonaga, and Sakata” Proceedings of the 12th Asia Paciﬁc Physics Conference
(Chiba, 2013)
7. 国際会議報告（査読あり）Y. Takaiwa, et al (18 名中５番) “The Legacy of Hideki Yukawa,
Sin-itiro Tomonaga, and Shoichi Sakata: Some Aspects from their Archives” Proceedings of
the 12th Asia Paciﬁc Physics Conference (Chiba, 2013)
科研費等の獲得状況
• 科研費 基盤研究（C）「日本における高エネルギー物理学研究者集団の成立過程」 (課題番号
25350378)　代表者
• 科研費 基盤研究（A）「科学の多様な不定性と意思決定：当事者性から考えるトランスサイエン
ス」 (課題番号 25242020) 研究分担者　
• 科研費 基盤研究（A）「科学技術の不確実性と法的規制―学際的観点からの包括的制度設計の試













2. 学会発表（査読あり）　 M. Okumoto“ How to share the record of restoration project of
cultural properties damaged by Tsunami The digitization of the three types of documents
recorded by the student volunteers ” Digital Heritage　 International　 Congress (2013)
3.（学会報告） 奥本素子他「アートというメディアを活用した研究の発信―その手法と伝達効果を










• 科研費 若手研究（B）「デジタルナラティブを利用した被災文化財情報の活用研究 」（課題番号：
24700889） 代表者
• 科研費 挑戦的萌芽研究 「研究文化を表象する学術展示制作手法の開発と評価」（課題番号：
24650522）分担者　
■塚原直樹
1. (論文) 　 Tsukahara N, Yuri T, Hideyuki K, Sugita S, “Light Transmission of the Ocular
Media in Birds and Mammals” The Journal of Veterinary Medical Science. in press.
2. (論文) Maeda I, Siddiki MS, Nozawa-Takeda T, Tsukahara N, Tani Y, Naito T, Sugita S,
“Population Abundance of Potentially Pathogenic Organisms in Intestinal Microbiome of
Jungle Crow (Corvus macrorhynchos) Shown with 16S rRNA Gene-Based Microbial Com-












1.（学会報告）K. Mikami (2013) 「Governing Lives for Research: The Case of Bioresource




3.（学会報告）K. Mikami (2013) 「The Battle Against Medical Gaze?: Attempts to make rare
disease visible」, Society for Social Studies of Science Annual Meeting 2013, San Diego (US)
30
4.（学会報告）K, Mikami (2013) 「The Failure of Medical Gaze?: New Means of Making Rare












1. (著作）Y. Kikuchi “Anglo-American Connections in Japanese Chemistry: The Lab as Contact
Zone” New York and Basingstoke, Palgrave Macmillan　 (2012) .
2. (招待講演）Y. Kikuchi“Joji Sakurai and the Development of Anglo-Japanese Relations
in Chemistry, 1863-1939,” Royal Society of Chemistry Thomas Graham Lecture, London
(United Kingdom) (2012)　
3. (国際学会報告）Y. Kikuchi“Only connect: Laboratory design and the genesis of physi-
cal chemistry in Meiji Japan,” History of Science Society Annual Meeting, Boston, Mas-
sachusetts (USA) (2012) .
■桑島邦博
1. (査読付き論文）Chandak, M.S., Nakamura, T., Makabe, K., Takenaka, T., Mukaiyama, A.,
Chaudhuri, T.K., Kato, K. & Kuwajima, K. (2013). The H/D-exchange kinetics of the
Escherichia coli co-chaperonin GroES studied by 2D NMR and DMSO-quenched exchange
methods. J. Mol. Biol. 425, 2541-2560.
2. (査読付き論文）Nakamura, T., Aizawa, T., Kariya, R., Okada, S., Demura, M., Kawano, K.,
Makabe, K. & Kuwajima, K. (2013). Molecular mechanisms of the cytotoxicity of humanα-
lactalbumin made lethal to tumor cells (HAMLET) and other protein-oleic acid complexes.
J. Biol. Chem. 288, 14408-14416.
3. (査読付き論文）Ochi, A., Makabe, K., Yamagami, R., Hirata, A., Sakaguchi, R., Hou, Y.M.,
Watanabe, K., Nureki, O., Kuwajima, K. & Hori, H. (2013). The catalytic domain of
topological knot tRNA methyltransferase (TrmH) discriminates between substrate tRNA
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2. (査読付き論文）Nakamura, T., Aizawa, T., Kariya, R., Okada, S., Demura, M., Kawano, K.,
Makabe, K. & Kuwajima, K. (2013). Molecular mechanisms of the cytotoxicity of humanα-
lactalbumin made lethal to tumor cells (HAMLET) and other protein-oleic acid complexes.
J. Biol. Chem. 288, 14408-14416.
3. (査読付き論文）Ochi, A., Makabe, K., Yamagami, R., Hirata, A., Sakaguchi, R., Hou, Y.M.,
Watanabe, K., Nureki, O., Kuwajima, K. & Hori, H. (2013). The catalytic domain of
topological knot tRNA methyltransferase (TrmH) discriminates between substrate tRNA
and nonsubstrate tRNA via an induced-ﬁt process. J. Biol. Chem. 288, 25562-25574.
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4. (査読付き論文）Ohmae, E., Miyashita, Y., Tate, S., Gekko, K., Kitazawa, S., Kitahara, R.
& Kuwajima, K. (2013). Solvent environments signiﬁcantly aﬀect the enzymatic function
of Escherichia coli dihydrofolate reductase: Comparison of wild-type protein and active-site
mutant D27E. Biochim. Biophys. Acta 1834, 2782-2794.
5. (査読付き論文）Sekiguchi, H., Nakagawa, A., Moriya, K., Makabe, K., Ichiyanagi, K., Nozawa,
S., Sato, T., Adachi, S., Kuwajima, K., Yohda, M. & Sasaki, Y.C. (2013). ATP dependent
rotational motion of group II chaperonin observed by X-ray single molecule tracking. PLoS
One 8, e64176
6. (査読付き論文）Yagi-Utsumi, M., Kunihara, T., Nakamura, T., Uekusa, Y., Makabe, K.,
Kuwajima, K. & Kato, K. (2013). NMR characterization of the interaction of GroEL with
amyloid beta as a model ligand. FEBS Lett. 587, 1605-1609.
7. (招待講演）Kuwajima, K. ,”The problem of protein folding and its relationship to bioscience,”
Department Seminar, September 11, 2013, Department of Biochemistry, College of Life
Science and Technology, Yonsei University, Seoul, Korea(2013).
8. (国際学会報告）Megha Goyal, Tapan K. Chaudhuri & Kunihiro Kuwajima, “Irreversible
denaturation of Escherichia coli maltodextrin glucosidase studied by diﬀerential scanning
calorimetry,” The13th KIAS Conference on Protein Structure, September 26-28, 2013, Korea
Institute for Advanced Study (KIAS), Seoul, Korea.
9. (国際学会報告）Megha Goyal, Tapan K. Chaudhuri & Kunihiro Kuwajima, ”Irreversible
denaturation of Escherichia coli maltodextrin glucosidase,” The 6th Japan-Korea Seminar
on Biomolecular Sciences―Experiments and Simulations, November 25-27, 2013, Okazaki
Conference Center, Okazaki, Japan.
10. (国際学会報告）Kunihiro Kuwajima, “Problems of protein folding and non-folding” 2nd Inter-
national Symposium ”Dynamic Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated






4 月 3 日 センター会議（第 29回）
4 月 8-9 日 前学期学生セミナー (2.1章参照)
4 月 24 日 センター会議（第 30回）
4 月 24 日 2013年度公募型研究事業新規分募集開始
5 月 15 日 葉山セミナー（CPIS）　桑島
5 月 24 日 BarS（立川）
5 月 27 日 研究事業継続分ヒアリングおよびセンター運営委員会（第 17回）（五反田）(付録 B章参照)
5 月 29 日 センター会議（第 31回）
5 月 31 日 平成２５年度総研大国際シンポジウム第１回実施委員会（学術総合センター）
6 月 1 日 学融合推進センター全学事業担当教員会議要項、学長裁定
32
6 月 7 日 2013年度公募型研究事業新規分募集締め切り
6 月 12 日 JSPSサマープログラム　開校式
6 月 18 日 JSPSサマープログラム　フェロー訪問先へ　
6 月 12-14 日 総研大レクチャー「国際コミュニケーション」(葉山) (3.1章参照)
7 月 1 日 全学事業担当教員会議 (第１回)（品川）(付録 C章参照)
7 月 3 日 センター会議（第 32回)
7 月 13-14 日 研究者入門（葉山）3.2参照
7 月 23 日 研究事業新規応募分ヒアリングおよびセンター運営委員会（第 18回）（五反田）(付録 B章参照)
7 月 24-26 日 総研大レクチャー「日本歴史研究の方法 A 資料調査法 」(佐倉キャンパス) (3.1章参照)
7 月 27-30 日 総研大レクチャー「日本歴史研究の方法 B 地域研究の方法 」(高知県立歴史民俗資料館、愛
　　　　　　　　媛県立歴史文化博物館) (3.1章参照)
7 月 25 日 総研大研究プロジェクト　第１回企画会議（学術総合センター）
7 月 26 日 平成２５年度総研大国際シンポジウム第２回実施委員会（TV会議）
8 月 14-16 日 総研大レクチャー「科学コミュニケーション」（野辺山キャンパス）(3.1章参照)
8 月 20 日 JSPSサマープログラム報告会（Hグランドパレス）
8 月 28-31 日 総研大レクチャー「学術映像の基礎－みる・つくる 2013（前半）」（長野県飯綱高原）(3.1章参照)
8 月 28 日 センター会議（第 33回）
9 月 2-5 日 総研大レクチャー「科学における社会リテラシー」（葉山キャンパス）(3.1章参照)
9 月 18 日 葉山セミナー（CPIS）　塚原
9 月 14 日 総研大研究プロジェクト　第 2回企画会議（東京駅八重洲ホール）
9 月 25 日 センター会議（第 34回)
10 月 2 日 総研大研究プロジェクト　第 3回企画会議（岡崎統合バイオサイエンスセンター）
10 月 7-8 日 後学期学生セミナー (2.1章参照)
10 月 9-10 日 日本語講座
10 月 15 日 2014年度前学期学生セミナー委員会より「時を刻む研究者」の企画への協力依頼発信
10 月 16 日 葉山セミナー（CPIS）　奥本
10 月 17 日 センター運営委員会（第 19回）（TV会議）(付録 B章参照)
10 月 18 日 研究事業課題申請（継続分）募集開始
10 月 18 日 2014年度前学期学生セミナー実行委員会より「時を刻む研究者」への協力依頼を全学に発信
10 月 29 日 JSPSサマープログラム連絡協議会（麹町）　
10 月 30-31 日 生命科学リトリート（ヤマハリゾートつま恋）
11 月 5-6 日 総研大研究プロジェクト　第 4回企画会議（国立民族学博物館）
11 月 12 日 平成２ 6年度教育事業募集開始（英語の要綱も配布）
11 月 25-26 日 「はじまり」シンポジウム（葉山）（企画会議の参考イベントも兼ねる）
12 月 16-18 日 総研大レクチャー「科学技術倫理と知的財産権」基礎編（放送大学）(3.1章参照)
1 月 16-18 日 総研大レクチャー「科学技術倫理と知的財産権」応用編（放送大学）(3.1章参照)
1 月 17 日 研究プロジェクト企画会議ワークショップ「フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域」
1 月 18 日 学融合研究事業・学内公開セミナ 「ー負の文化遺産の保存と展示をめぐって」（千里朝日阪急ビル）
1 月 23-24 日 学融合研究事業・公開研究報告会（葉山）
1 月 24 日 全学事業担当教員会議 (第２回)（葉山）(付録 C章参照)
1 月 24 日 総研大レクチャー「学術映像の基礎－みる・つくる 2013（後半）」（千里キャンパス）(3.1章参照)
1 月 31 日 平成２ 6年度教育事業申請締め切り
2 月 3-4 日 総研大国際シンポジウム（葉山）(2.6章参照) (3.1章参照)
2 月 8 日 総研大国際シンポジウム一般講演会「人類 地球を うごく」（五反田ゆうぽうと）(2.6章参照)
2 月 9-12 日 UST訪問（Joint Schoolの準備）
2 月 21 日 2014年度教育事業ヒアリング審査、学融合推進センター運営委員会（第 20回）（東京）
2 月 26 日 研究事業課題申請（継続分）締め切り
2 月 26 日 学融合研究事業・学内公開セミナー「科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディス
　　　　　　　　カッション型教育メソッドの開発」（日本科学未来館会議室）






4. (査読付き論文）Ohmae, E., Miyashita, Y., Tate, S., Gekko, K., Kitazawa, S., Kitahara, R.
& Kuwajima, K. (2013). Solvent environments signiﬁcantly aﬀect the enzymatic function
of Escherichia coli dihydrofolate reductase: Comparison of wild-type protein and active-site
mutant D27E. Biochim. Biophys. Acta 1834, 2782-2794.
5. (査読付き論文）Sekiguchi, H., Nakagawa, A., Moriya, K., Makabe, K., Ichiyanagi, K., Nozawa,
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Kuwajima, K. & Kato, K. (2013). NMR characterization of the interaction of GroEL with
amyloid beta as a model ligand. FEBS Lett. 587, 1605-1609.
7. (招待講演）Kuwajima, K. ,”The problem of protein folding and its relationship to bioscience,”
Department Seminar, September 11, 2013, Department of Biochemistry, College of Life
Science and Technology, Yonsei University, Seoul, Korea(2013).
8. (国際学会報告）Megha Goyal, Tapan K. Chaudhuri & Kunihiro Kuwajima, “Irreversible
denaturation of Escherichia coli maltodextrin glucosidase studied by diﬀerential scanning
calorimetry,” The13th KIAS Conference on Protein Structure, September 26-28, 2013, Korea
Institute for Advanced Study (KIAS), Seoul, Korea.
9. (国際学会報告）Megha Goyal, Tapan K. Chaudhuri & Kunihiro Kuwajima, ”Irreversible
denaturation of Escherichia coli maltodextrin glucosidase,” The 6th Japan-Korea Seminar
on Biomolecular Sciences―Experiments and Simulations, November 25-27, 2013, Okazaki
Conference Center, Okazaki, Japan.
10. (国際学会報告）Kunihiro Kuwajima, “Problems of protein folding and non-folding” 2nd Inter-
national Symposium ”Dynamic Ordering of Biomolecular Systems for Creation of Integrated






4 月 3 日 センター会議（第 29回）
4 月 8-9 日 前学期学生セミナー (2.1章参照)
4 月 24 日 センター会議（第 30回）
4 月 24 日 2013年度公募型研究事業新規分募集開始
5 月 15 日 葉山セミナー（CPIS）　桑島
5 月 24 日 BarS（立川）
5 月 27 日 研究事業継続分ヒアリングおよびセンター運営委員会（第 17回）（五反田）(付録 B章参照)
5 月 29 日 センター会議（第 31回）
5 月 31 日 平成２５年度総研大国際シンポジウム第１回実施委員会（学術総合センター）
6 月 1 日 学融合推進センター全学事業担当教員会議要項、学長裁定
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6 月 7 日 2013年度公募型研究事業新規分募集締め切り
6 月 12 日 JSPSサマープログラム　開校式
6 月 18 日 JSPSサマープログラム　フェロー訪問先へ　
6 月 12-14 日 総研大レクチャー「国際コミュニケーション」(葉山) (3.1章参照)
7 月 1 日 全学事業担当教員会議 (第１回)（品川）(付録 C章参照)
7 月 3 日 センター会議（第 32回)
7 月 13-14 日 研究者入門（葉山）3.2参照
7 月 23 日 研究事業新規応募分ヒアリングおよびセンター運営委員会（第 18回）（五反田）(付録 B章参照)
7 月 24-26 日 総研大レクチャー「日本歴史研究の方法 A 資料調査法 」(佐倉キャンパス) (3.1章参照)
7 月 27-30 日 総研大レクチャー「日本歴史研究の方法 B 地域研究の方法 」(高知県立歴史民俗資料館、愛
　　　　　　　　媛県立歴史文化博物館) (3.1章参照)
7 月 25 日 総研大研究プロジェクト　第１回企画会議（学術総合センター）
7 月 26 日 平成２５年度総研大国際シンポジウム第２回実施委員会（TV会議）
8 月 14-16 日 総研大レクチャー「科学コミュニケーション」（野辺山キャンパス）(3.1章参照)
8 月 20 日 JSPSサマープログラム報告会（Hグランドパレス）
8 月 28-31 日 総研大レクチャー「学術映像の基礎－みる・つくる 2013（前半）」（長野県飯綱高原）(3.1章参照)
8 月 28 日 センター会議（第 33回）
9 月 2-5 日 総研大レクチャー「科学における社会リテラシー」（葉山キャンパス）(3.1章参照)
9 月 18 日 葉山セミナー（CPIS）　塚原
9 月 14 日 総研大研究プロジェクト　第 2回企画会議（東京駅八重洲ホール）
9 月 25 日 センター会議（第 34回)
10 月 2 日 総研大研究プロジェクト　第 3回企画会議（岡崎統合バイオサイエンスセンター）
10 月 7-8 日 後学期学生セミナー (2.1章参照)
10 月 9-10 日 日本語講座
10 月 15 日 2014年度前学期学生セミナー委員会より「時を刻む研究者」の企画への協力依頼発信
10 月 16 日 葉山セミナー（CPIS）　奥本
10 月 17 日 センター運営委員会（第 19回）（TV会議）(付録 B章参照)
10 月 18 日 研究事業課題申請（継続分）募集開始
10 月 18 日 2014年度前学期学生セミナー実行委員会より「時を刻む研究者」への協力依頼を全学に発信
10 月 29 日 JSPSサマープログラム連絡協議会（麹町）　
10 月 30-31 日 生命科学リトリート（ヤマハリゾートつま恋）
11 月 5-6 日 総研大研究プロジェクト　第 4回企画会議（国立民族学博物館）
11 月 12 日 平成２ 6年度教育事業募集開始（英語の要綱も配布）
11 月 25-26 日 「はじまり」シンポジウム（葉山）（企画会議の参考イベントも兼ねる）
12 月 16-18 日 総研大レクチャー「科学技術倫理と知的財産権」基礎編（放送大学）(3.1章参照)
1 月 16-18 日 総研大レクチャー「科学技術倫理と知的財産権」応用編（放送大学）(3.1章参照)
1 月 17 日 研究プロジェクト企画会議ワークショップ「フーリエ変換によるイメージングとその周辺領域」
1 月 18 日 学融合研究事業・学内公開セミナ 「ー負の文化遺産の保存と展示をめぐって」（千里朝日阪急ビル）
1 月 23-24 日 学融合研究事業・公開研究報告会（葉山）
1 月 24 日 全学事業担当教員会議 (第２回)（葉山）(付録 C章参照)
1 月 24 日 総研大レクチャー「学術映像の基礎－みる・つくる 2013（後半）」（千里キャンパス）(3.1章参照)
1 月 31 日 平成２ 6年度教育事業申請締め切り
2 月 3-4 日 総研大国際シンポジウム（葉山）(2.6章参照) (3.1章参照)
2 月 8 日 総研大国際シンポジウム一般講演会「人類 地球を うごく」（五反田ゆうぽうと）(2.6章参照)
2 月 9-12 日 UST訪問（Joint Schoolの準備）
2 月 21 日 2014年度教育事業ヒアリング審査、学融合推進センター運営委員会（第 20回）（東京）
2 月 26 日 研究事業課題申請（継続分）締め切り
2 月 26 日 学融合研究事業・学内公開セミナー「科学技術コミュニケーションの実践知理解に基づくディス
　　　　　　　　カッション型教育メソッドの開発」（日本科学未来館会議室）






3 月 3 日 大学院教育研究会（葉山）3.3参照
10 月 16 日 葉山セミナー（CPIS）　住友洋介
3 月 10 日 学融合研究事業・学内公開セミナー「温度感受システムの進化生理学」（葉山）
3 月 14 日 総研大研究プロジェクト　第 5回企画会議（国立遺伝学研究所）
3 月 19-20 日 学術交流会（葉山）
3 月 22 日 学融合研究事業・公開シンポジウム「ヒトゲノム解読の現状とＥＬＳＩに関する検討報告：今後
　　　　　　　　のテクノロジーアセスメントに向けて」（品川）
3 月 23 日 学融合研究事業・学内公開セミナー「料理の環境文化史：生態資源の選択、収奪、消費の過程が
　　　　　　　　環境に与えるインパクト」（国立民族学博物館）
3 月 27 日 学融合推進センター運営委員会（第 21回）（TV会議）(付録 B章参照)
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